
 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロフィール】山崎 章郎（やまざき ふみお） 

福島県生まれ。 

1975 年 千葉大学医学部卒業、同大学病院第一外科勤務 

1984 年 千葉県八日市場市(現 匝瑳市)市民病院消化器科医長 

1991 年 聖ヨハネ会桜町病院ホスピス科部長 

2005 年 在宅療養支援診療所ケアタウン小平クリニック院長 

【プロフィール】土生川 正道（はぶかわ しょうどう） 

昭和７年３月２０日 出生 

昭和２８年３月   高野山大学西洋哲学科卒業 

昭和２９年     無量光院住職就任 

昭和３６年     高野山高等学校監事就任 

昭和６２年     高野山大学学監就任 

  同       高野山勧学財団理事就任 

平成２年      高野山大学特任教授就任 

平成１２年     高野山真言宗宗務総長就任 

  同       総本山金剛峯寺執行長就任 

平成１９年     高野山五百八世寺務検校執行法印 昇進 

平成２０年     前官御房 昇進   

 

ホスピスと在宅医療の先駆者が、20 年あまりの実践を持ち寄り、地域全体で

いのちを受けとめるコミュニティケアの可能性を投げかける。 

病のみならず、老い、障碍、子育てによる孤立を防ぎ、ホスピスケアを地域

の困っている人へ拡げてゆく。 

 

身近な家族の誰かが亡くなるということ、それを看取るということ、これは

人生における最大のイベントです。その大切なイベントを、家族・友人・       

知人たちが地域社会のなかでしっかりとやり遂げる

ということ、それはその後残された人たちが、自分

たちでも看取れるんだ、過剰な医療が施されなけれ

ば、人の死は穏やかであり、死は自然な出来事なん

だ、と、それまでとは違った死生観を持ち、また本

人の思いにきちんと応えられたと胸張って生きてい

くことに繋がっていくのです。その一大イベントを

病院の無機質な空間のなかで、専門家に委ねて、亡

くなっていくのはもったいなさすぎると思います。 

―山崎章郎 

「病院で死ぬのはもったいない」春秋社刊より転載 


